釋空満寺通信　平成二十五年一月号
ぶつぶつ　　　　発積者　田中　誠土

　皆々様、新春をお迎えになり、

こころより寿ぎお慶びを申し上げます。

本年も変わりませぬご信心を、当山の

十一面観音様にお寄せ頂けますようにお願い申し上げます。

●「

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(これ),是)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうじつ),好日)」

　　毎日毎日が平和で良い日であるのを願い、毎日を大切に生きることを諭した言葉です。

ふつうこの言葉は、「毎日が吉日のようである」とか、「毎日が平穏無事に過ぎて行く」などのように捉えがちですが、本来の仏教的意味は、「ただいまのこの一瞬」を重視し、一瞬一瞬の積み重ねが一日であるとみます。従いまして現在の一瞬一瞬を、とらわれない、こだわらない心で過ごすことが仏教的な生き方なのですとなります。

●「シルバー川柳」から

　「無農薬　こだわりながら　薬漬け」

　こんな方いませんか？自家用菜園などで無農薬・有機栽培とか自慢しながら薬漬けでは意味がないような…。もう一句、

　「延命は　不要と書いて　医者通い」

　これもありそうでいいですね。だったら医者に行くなと思いますが、死ぬまでは元気で居たい、のとらわれが見え隠れするのです。今年は、とらわれない、こだわらない心を育てましょう。

一月の行事と日程

二日　本山　修正会・年始受けの儀

三日　別院　修正会・年始受けの儀

共に受付午前八時より・

儀式十時より十二時。

新年祈願法会・修正会を執り行います。修正会は、新年を迎え心身共にリフレッシュして、観音様に祈願する法要です。

ご参拝の皆様が、法要中に本尊観音様に祈願護摩符（志納）に記入され、護摩焚き供養をして頂きます。その後、

「管長年始受けの儀」となります。

終了されますと当山特製雑煮の御接待が有ります。年始だけのおみやげも有ります。心よりお待ち申上げます。

★　面接日・他の行事
東京　七日・八日　十二時～十八時

大阪　十日・十一日　十一時～十八時

別院新年会　十四日　正午（松井会館）

熊本　　十五日　十三時～十八時

大牟田　十六日　十四時～十六時

武雄　　十六日　十八時～二十時

北九州　十七日　十四時～十八時

本山　　十九日　八時～十二時

別院　　二十七日　八時～十二時

宮崎　　二十八日　九時～十二時

　龍王祭御水取法会・大祭はありません。

各面接場において、受付時間が短縮されている所があります。要確認の事。

一月十四日（月）祝日正午より、延岡市内の松井会館にて釋空満寺会の新年（念）会を行います。どこの地域の方も参加頂けます。詳しくは延岡別院までお問い合わせ下さい。

☎　０９８２～３３～６５０２

　二月・三月の行事
★春季開運星祭の日程表は別紙を参照下さい。星祭申込用紙を同封いたしておりますので、一月参詣の際各地面接場にて提出頂けますようお願い致します。また、郵送等でも受け付けます。前以って提出がありますと、霊符制作が容易になり、参詣当日の星祭がスムーズになりますので、ご協力の程を宜しくお願い致します。

星祭申込用紙には、郵便番号、電話番号、番地の記入を算用数字（１・２・３・・）で記入下さい。氏名にはふりがなを。

★当山の教法の中心をなす彼岸法会・先祖供養大祭は三月二十三日（予定）に本山にて行います。

女系（妻の実家）の先祖供養を中心に執行しますが、男系も勿論可です。

星祭時にお申込下さい。

▼人生は運不運ではない？

　人生は運不運じゃありませんよ。それを言うなら幸か不幸かでしょう。（中略）そうさ、運だの不運だのは、力の至らなかった人間が口にするセリフなんだ。だから力を出し惜しむときも、人はそれを言う。何でもかんでも運のせいにした日には、人間は獣と同じだろうに。

『霧笛荘夜話』（小説）浅田次郎著

　こんな一節がありました。人生は運不運ではなく、幸か不幸かですか？しかしそうかも知れません。先日の中央道のトンネル内部の天井板の崩落事故の犠牲者のことを思うと悼たまれません。

　他人ごとに見ると不幸な事故です。しかしその不幸な事故に遭遇しながら、助かった人も居ました。やはり運不運ってあるのか？と思ってしまいます。上述の「運だの不運だのは、力の至らなかった人間が口に出すセリフなんだ」の部分の力とは何でしょうか？

　この力の部分が祈りではないでしょうか。この祈りは、神仏への祈り、先祖への祈り、自然への祈り、物への祈りなのではないでしょうか。この祈りの部分があるか無いかでは、神仏の加護も先祖の加護も受けられるかどうかと思います。

　先日の天井板崩落の事故など、一瞬の出来事で下敷きになった車が三台もあり犠牲者が出たのですが、下敷きに成りながらも助かった女性が一人居られたことは、まさに奇跡でしょう。何らかの力が彼女を助けたのです。

▼開運・祈りの大切さ

　この様に事故に遭遇しても、一命を取り止めた経験を持っている人は世の中には結構います。（私もその内の一人ですが）やはり何らかの力が働いたとしか思えないのです。それが何かははっきりしませんが見えない力が働くのです。

　その何らかの力をお借りするのが、当山で行う諸行事であり、各人が行う修行であり祈りなのです。何でも運のせいにしたのでは獣と同じになってしまいますが、人間が獣と違うのは、祈ることが出来ることです。運を引き寄せる祈りが出来ることです。

　どうぞ今年も当山で、祈りの修行をされて、見えないけど存在する力を信じてその力を享受出来ますように、一緒に修行を続けましょう。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。　　　　　合掌

